
ｍ噐

○
九

月
の

行
事

べ

○

日
　

曜
日
　

干
　

支
　

九
星

九
月行

ヽ）（
事

丶
　

ｓ
『
丶

な
力長

朔
＝

朔
月
の
こ

と
で
、

つ
き月

新
月

を
指
す

四
〇

皙
千
広
胆
）
　
　こ
こ

旧
暦

六
輝

中
段

艾
宿

下
段

日
出
入

１
日

き
づ
？
い

農
具
詣
詰
％
稲
川
回
天
１

燧
勁

丈
大

貫
つ

牛
々
倉

２
日

土
み
．
つ

？
ふ

四
緑

八
せ

ん
終
り
、

三
隣
亡

３
日

日
き
？
　

ね
三

碧
甲
子
、

一
粒

万
倍
日
、

不
成

就
日

４
日

月
き

？
う
し
二

黒
京
都
北
野
天
満
宮
例
祭
、
敦
賀
気
比
神
宮
祭

５
日

火
諾
え
ご
ら
一
白

６
日

水
ｇ
ヒ
　

う
九
紫

７
日

水
つ
あ
え
た
っ

八
白

丿
下
弦
七
時
二

一
分

５１２

１８．０９

十
六

赤
口

た
い

ら
女

ぢ
う

日
５１３
８
．
０
８１

十
九

先
勝

え
心

虚
天
お
ん

５
１４
８．０
７

１

５
５

廿
友
引
ヒ

る
危
　
　
　
５
コ
Ｈ１

月
出
入

満
潮

干
潮

２０．０５　１９．３６　１９．０１

８． ３２　 １． ２０　 ６． ０７

６． ４１　 ５． ５６　 ５１１

２０．３６

９． ４２

７． ２７

５
４
０

竺
先
負
や
ぶ
る

室
天
お
ん

５
．１
口
凵

１
２

竺
彿
滅
あ
や
ふ

壁
神
よ
し

５
．
１
６

８
．
０
２１

苴
大
安
々

ら
奎

天
お

ん
５．１７
８．０１１

１０．５１

４
９

５
８

２２．３４　２１

１３．０２　１１

８
日

金
っ
ち
？

ふ
七

赤
白
露
六
時
二

七
分

、
訌

冊
訌
ド
ー

匸
旨
］
芯

含
よ
婁
十

し
５．１８
昌

９
日

土
か

？
う
ま
六

リ
つ陽
ち
　

｀
多
賀
大
社
九
月
古
例
祭
、
救
急
の
日
、

１
０

日
日

お
谷
っ
じ

五
黄

１
１

日
月

そ
詞

え
念

四
緑

七
賢
肘
一

計
鬪
神
宮

し
去
つ
ヤ
市
（

晋
迄
）
、

１
２

日
火
そ
つ

？
ヒ
リ
三

碧
福
岡
筥
崎
宮
放
生
会
（
１
８

日
迄
）

１
３

日
水

あ
え

い
心

二
黒

世
界

の
法

の
日

１
４

日
水

あ
ご
　

ふ
一
白

廿
五

先
勝

々
え

胃
月
ヒ
く

５
．
１
８

７
．
５
８１

１０．３２　 ９． １２　 ８． １６

１４．０１

－
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３
　
９

４
．
５
　

一
５．４

１
　
１

廿
六

友
引
り
ら

く
昴

１
９

５
７

２
０

３
８
　
一

５
１７
０
１
５

０
５

９
５

セ
’

七
先
負
ご

、
づ

畢
神
よ
し

５
．２
７．
５

口
６
』

１
　
１

１
４
９

艾
佛
滅
た

っ
觜

大
今
う
５．２
７
．５
２．１

１

苴
大
安
心

で
参

母
音
５
．
２
１

７
．
５
２１

６。 ３Ｚ
－

１５．５８

１． ５６

２１ ．２７

２１３

１６．１５

８． ５４

１６．４Ｚ

３． ０６

８
５

１
１

３
７１

丗
赤
口
ふ

つ
＃

ｓ
ｙ
５
．
２
２

７
．
５
１

４
』６
Ｊ

１
　
１

４１７　 ３． ４４

１７．１ ０　１６．５１　 １６．３３

６
　
　
　
ひ
　
　
｀
し

て
　

二
日
灸
、

鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
や
ぶ
さ
め
、

１
日

土
　
心
と

つ
　

゛
白

岸
和
田
だ

ん
じ

り
祭
、
不
成
就
日

１
７

日
日
っ
ち

９
否
ら
七

赤
小
つ
ち
、
三
隣
亡

９． ３９

５３２２１９　２１

―
－

－
‐
　
　
　
　

１
　
　

一
ノ

ー
１
Ｆ
ノ

ー
／

Ｏ
』７
２．４４
シ
ー
ズ

ン
が

始
ま
る
・

挙
式
に

１
２

ｂ
ｔ
　

’
‘

ｒ
？
’
ｊ

ｌ
’

ｒ
．

・
Ｉ

Ｌ
ｙ

ｌ
Ｉ

』
‘
ｉ

１０．５０

残
暑
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
が
、

そ
れ

で
も
月
半
ば
を
過
ぎ
る
と

朝
夕

涼
気

を
感

じ
よ
う
。

こ
の

季
節
、
夏

場
の

疲
れ

が
表

面
化

し
た
り
、

暑
さ
の
た

め
に
消
化

器
系
統
が
弱
っ

て
い

た
り
、
と

か
く

健
康
を
害

し
や

す
い

。
健

康
管

理
に

十
分

に
留

意
し

な
い

と
、

思
わ

ぬ
重

病
に

な
る

こ
と

が
あ
る
。

ま
た
立
春
か
ら
数
え
た
「
二

百
十
日
」

や
匸
一
百

二
十
日
」

が
あ
る
が
、
こ

れ
は

農
作

（
稲

の
開
花
期
）
と

台
風

の
関
係
を

表
し

て
い

て
、

注
意

を
喚

起
す

る
よ

う
に
し
た

わ
が

国
独
特
の

呼
称

で
あ
る
。

【
冠

】
九

月
九

日
は

五
節
句
の

最
後
、
「

重
陽
（
九

と
い

う
数
字

を
陽

数
と

し
た

陰
陽

術
に
よ
る
）

の
節
句
」

と
い
う
。

ま
た

の
名
を

「
菊

の
節
句
」

と
呼

ぶ
よ

う
に
、

こ
の

日
は

酒
に

菊
花

を
ひ

た
し

て
飲
み
、

健
康
長
寿
を
祝
う
な

ら
わ

し
も

伝
え

ら
れ

て
い

る
。

【
婚

】
こ

の
月

か
ら

秋
の

結
婚

３
．
０
９

候
で

あ
る

。
た
だ
、

そ
れ

で
な

２

続
く

新
婚

旅
行

に
も

快
適

な
気

１
５

日
金

諾
え
　ご
蜜

訃
託
願
肘
翦
鮮
Ｌ
Ｉ
大
朔

荅
昊
い
之

大
Å

昌
詔
昌
四

言
行
蠅
諄
言
行

“
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’
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＆

丶
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皀
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ａ
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ｌ
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５
丶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
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０
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１
６

７
　
　

４
ヽ
こ
・

ぶ
｀

Ｊ
　

ヘ
ー

～
４
冫
１
丶
・
４
：
丶
り

４
８

０
６

１
６
７

ニ
先
負
さ
だ
ん

樽
柿
よ
し

５
．２
冖

６
コ

８
．２
５．
２

７
．４
１．
４

１
　

１
　

１
１

１
８

日
月
っ
ち

？
う
六
白
Ｌ
亜］
敬
老
の
日
、

一
粒

万
倍
日

１
９

日
火

お
え

た
っ

五
黄

岩
手
水
沢
駒
形
祭
、

子
規
忌

０
　

似
ヽ
　
　
　
　
　
彼
岸
入
り
、
空
の
日
、
動
物
愛
護
週
間
（
２
６

日
迄
）
、

２
日

ア
カ

回
　

ふ
回

禄
神
奈
川

寒
川

神
社

例
祭

２
１

日
水
そ
つ

？
う
弖
二

碧
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
（
３
０

日
迄
）

２
２

日
全
心
つ

宕
尽
じ
二
黒

３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
秋
分
の
日
、

秋
分

一
五

時
五

〇
分

、
Ｏ
　上
弦

四
時
三
二
分
、

２
日

土
あ
え
さ
る
一

白
彼
岸
中
日
、

川
柳
忌
、

十
方
ぐ
れ

入
り
、
一

粒
万
倍
日

２
４

日
日

き
宕

ご
り

九
紫

結
核
予
防
週
間
、
不
成
就
日

２
５

日
月

尽
え

い
心

八
白

２
６

日
火

ｇ
ヒ
　

ゐ
七

赤
彼
岸
明
け
、

和
歌

山
日
前
・

国
懸
祭

２
７

日
水

つ
お

え
と
ハ
白

社
日

、
小

田
原

道
了

尊
大
祭

２
８

日
水

っ
ら

宕
う
し
丑
黄

２
９

日
全

白
玉
茲
二

ｈ
数

特
言
行
覆
、

３
０

日
土

お
ヒ
　

う
三
碧
一

粒
万
倍
日

４
６

三
佛
滅
ご

る
星
４
ゝ

こ
　
５
．２
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回
大
安
で

霎
張
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今
う
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０
８

４
９

７
１
８

５． ５４

６
４

五
赤
口
あ

石
茸
百
事

吉
５．２
７
．
４

１

凵７

１９ ．１４

６． ２９

９． ０８

１９．４２

１． ０７

六
先
勝
々

６
軫

十
し
５
．
２
７

Ｊ
０．１
２

１
１

８
１

七
友
引
お
さ
ん

角
大
字
つ
５
．２
冖１

８
９

八
先
負
り
ら
く

亢
　
　
　
５
．２
７．３１

９
８

九
佛
滅
ヒ

。
つ

氏
神
よ
し

５
．２
７．３１

２０．１５

７． ４９

丶囗８

２０ ．５６

８． ４０

１２．２５

２１ ．４５

９． ５２

１３ ．２８

２０ ．００　 １９ ．３３　 １９ ．０ ９　 １８ ．４ ７　 １８ ．２ ６　 １８ ．０６

２２　 ０． ５３　 ０． ２６　 ０． ００

２９　１３．０４　１２．３９　 １２．１ ３　－

２。 ３９　 １． ５５　 １．

１４．２３　 １３．５５　 １３．

Ｉ
ル

は
極

力
避
け
、

一
生

の
思

い
出

に
ぜ

ひ
心

楽
し

い
旅

行
を

持
ち

た
い

も
の

で
あ
る
。

【
葬

】
彼
岸
入
り
か
ら
彼
岸
明

け
ま

で
の

「
秋

分
の

日
」

を
中

心
と

し
た

七
日

間
が

秋
の

お
彼

岸
で

あ
る

。
先

祖
に

感
謝

し
精

霊
の

供
養

や
墓

前
の

香
華

の
手

向
け

等
を

行
う

。
暑

さ
寒

さ
も

彼
岸

ま
で

、
暑

さ
の

峠
も

ま
ず

越
え

た
も

の
と

い
え

よ
う
。

【
祭

一
九
月
一

日
は

「
防

災
の

日
」

こ
れ

は
大

正
十

二
年

の
こ

の
日

関
東

一
円

を
襲

っ
た

大
地

４
５

５
６

３
８

４
９

２
２

震
に
よ
っ

て
、

未
曽
有
（
み
ぞ

２
２

１
２

．
２
０
．

－
１５．

う
）

の
災
害
が
出
た

た
め
に
、

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０

３
６

２
５

５
４

５
５

２
４

４
４

２
７

災
害
の
怖
さ
を
銘
記
す
る
よ
う

十
大
安
力
　
匸
房

月
と

く
ｉ
１
７

．
１４．
２
３

．
１４．
２
２

．
ｉ
１
９

．
に

定
め
ら
れ
た
日
で
あ
る
。

１
５
５

十
一

赤
口

心
ぞ

く
心

母
倉
５
．３
７．３
５
．１
－

１
１

１
３
６

十
二

先
勝

ふ
つ

尾
大
今
つ

５
．３
７．３
５
．
５

１
１

２
２

士
二

友
引
た
い

ら
箕

大
く

わ
５．３
７
．
３

１

１． ０９

丶． ２５

１６．３２

２． ２５

２． ４２

３
０

３
０

十
四

先
負
さ
だ

ん
斗

母
倉
５
．３
７．３
７
．０
３．４

１
１

１６．１ ７　１５．５１　 １５．２５

８． ３６　 ７． ２６

２０ ．４７

ｔ
？
映
゛

Ｑ
？

气
｀

冫
’

Ｑ
Ｑ
　
Ｔ

一
に

月
を

初
秋

、
八

月
を

仲
秋

、
九

９． ３０

２２ ．０３

５
２
５

３
４
１

３
６
０

１
１

４
９

２
４

２
６

十
五

佛
滅

ご
る

牛
月
と
く

５
．３
Ｍ

７
．３
４．５

４
．２
７．０

１
１
　
　
１

２２．３７

１０ ．５５

２３ ．１２

４
７

１
６

６
９

１
７

十
六

大
安

心
ぶ

る
女

ぶ
く

日
５．３
７
．２
Ｈ
６
．０
５．０
７
．２
０
３
．
４

１
１
　
　

１
１
２

※
昼
夜
の

長
さ
が
ほ

と
ん

ど
等
し
く
な
る

の
は

、
日
本
で

は
春
分
か
ら
三

日
前
、
秋
分
か
ら
三

日
後
で
あ
る
。

旧
暦
八
月
十
五

日
は

「
十
五

夜
の

望
月
」
で

あ
る
。
こ

れ
を

仲
秋

の
名

月
と

い
う

の
は

、
七

○
九

月
の

行
事

上
弦
＝
上

弦
の

月
を
指
す

月
を

晩
秋
と
い

い
、

そ
の

八
月

の
十

五
夜

が
満

月
だ

か
ら

で
あ

る
。

「
敬

老
の

日
」

九
月

第
三

月
曜

日
（

平
成

十
五

年
施
行
）

。
社
会

に
尽
く
し
て
き

た
老
人
を
敬
愛

し
、

長
寿

を
祝

う
日
。
ま

た
十
五

日
が

「
老

人
の

日
」

、
十

五
日
か

ら
二

十
一

日
ま

で
は

老
人

週
間

（
平

成
十
四
年
施
行
）
で

あ
る
。

四
一


